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第７期科学技術・学術審議会生命倫理・安全部会における 

委員会の設置について 
 

平成２５年３月１３日 

科学技術・学術審議会 

生命倫理・安全部会 
 

 科学技術・学術審議会生命倫理・安全部会運営規則第３条第１項に基づき、生命倫理・

安全部会（平成１３年２月１６日設置）に、以下の委員会を設置する。 

 

（１）遺伝子組換え技術等専門委員会（平成１３年３月１５日設置） 

「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」第

１３条第１項の規定に基づく確認申請に係る拡散防止措置の有効性の確認及びそれに

付随する重要事項に係る調査検討並びに遺伝子組換え技術等に関する専門的事項に係

る調査検討を行う。 

 

（２）特定胚及びヒトＥＳ細胞等研究専門委員会（平成１３年７月１１日設置） 

以下に掲げる確認等及び調査検討を行う。 

・「ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律」第６条に基づく届出の同法第

４条の指針への適合性の確認等及び特定胚の研究に関する専門的事項に係る調査

検討 

・｢ヒトＥＳ細胞の樹立及び分配に関する指針｣に基づく樹立計画等の指針への適合性

の確認等及びヒトＥＳ細胞の研究に関する専門的事項に係る調査検討 

・ヒトｉＰＳ細胞、ヒト組織幹細胞等の研究に関する専門的事項に係る調査検討 

 

（３）生殖補助医療研究専門委員会（平成１７年１０月１１日設置） 

「ヒト受精胚の作成を行う生殖補助医療研究に関する倫理指針」に基づく研究計画

等の指針への適合性の確認等及び生殖補助医療研究に関する専門的事項に係る調査検

討を行う。 

 

（４）ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針の見直しに関する専門委員会 

  （平成２２年２月１０日設置） 

「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」の見直し等に関する専門的事項

に係る調査検討を行う。 

 

（５）疫学研究に関する倫理指針の見直しに関する専門委員会 

  （平成２４年１２月７日設置） 

「疫学研究に関する倫理指針」の見直し等に関する専門的事項に係る調査検討を行

う。 

参考資料１－１ 
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科学技術・学術審議会生命倫理・安全部会組織図 

（平成26年 6月 4日現在） 
 

 

 

科学技術・学術審議会 

生命倫理・安全部会 
部会長：（独）国立病院機構理事長  

桐野 高明 

 

遺伝子組換え技術専門委員会 
主査：東京大学名誉教授 

明石 博臣 

特定胚及びヒトＥＳ細胞等研究専門委員会 
主査：慶應義塾大学医学部教授 須田 年生 

生殖補助医療研究専門委員会 
主査：埼玉医科大学医学部教授 石原 理 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針の見

直しに関する専門委員会 
主査：自治医科大学学長 永井 良三 

・カルタヘナ法に基づく確認申請に係る遺伝子組換え生物等の 

使用の際の拡散防止措置の有効性の確認等 

・遺伝子組換え技術に関する専門的事項に係る調査検討 

・クローン技術規制法に基づく特定胚研究計画の適合性の確認等

・特定胚の研究に関する専門的事項に係る調査検討 

・ヒトＥＳ細胞指針に基づく樹立計画等の適合性の確認等 

・ヒトＥＳ細胞の研究に関する専門的事項に係る調査検討 

・ヒトｉＰＳ細胞、ヒト組織幹細胞等の研究に関する専門的事項

・ヒト受精胚作成指針に基づく研究計画等の適合性の確認等 

・生殖補助医療研究に関する専門的事項に係る調査検討 

・「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」の見直し等に

関する専門的事項に係る調査検討 

 ・ライフサイエンスにおける 

生命倫理及び安全の確保に 

関する重要事項 

疫学研究に関する倫理指針の見直しに関する専門

委員会 
主査：聖路加国際病院院長 福井 次矢 

 
・「疫学研究に関する倫理指針」の見直し等に関する専門的事項に

係る調査検討 

ヒトＥＳ細胞等の取扱いに関する作業部会 
主査：慶應義塾大学医学部教授 須田 年生 

動物性集合胚の取扱いに関する作業部会 
主査：慶應義塾大学医学部教授 須田 年生 


